

農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第145号

	お知らせの
タイトル
	農水省メールマガジン『農村ふるさと保全通信』第145号が発刊されました

	[bookmark: _Hlk89948011]概　　要
	農水省が平成２８年７月１５日に創刊した「農村ふるさと保全通信」は、多面の活動組織のネットワーク形成や、国民の皆さんへの理解醸成を推進することを目的としたメールマガジンです。
多面的機能支払の活動組織の紹介や、地域資源保全の新技術などの情報を月1～2回程度配信しています。（最新号は2025.1.22発刊の第145号です。）
バックナンバーについては、農水省のＨＰよりご覧になれます。

	


内　　容




	　
第１４５号の目次

１ 活動組織の活動紹介
☆いきいき箸 (はせ)荷 (がい)（兵庫県多可郡 (たかぐん)多可町 (たかちょう)）☆
景観形成を目的とした花苗の植栽や伝統文化の継承など、幅広い活動を実施しています！
☆中村みどりの会（愛媛県四国 (しこく)中央市 (ちゅうおうし)土居町 (どいちょう)中村 (なかむら)）☆
毎年春に、非農家を含む200名以上の参加者のもと、一斉川ざらえ（水路の泥上げ）を実施しています！

２ 活動組織の役員へのインタビュー　
☆今 (いま)神 (じん)倶楽部（静岡県富士市 (ふじし)）☆
ドーム菊を植栽することで良好な農村景観を形成しています！今では地域の観光スポットとしても取り上げられています！

３ 活動組織の活動の啓発・普及紹介
☆三区 (さんく)町 (ちょう)環境保全隊（栃木県那須 (なす)塩原市 (しおばらし)）☆
SNS（フェイスブック）を活用した広報活動を行っており、活動内容や植栽した花の開花時期など、タイムリーな情報を共有しています！

４ 令和７年１月～３月の多面的機能支払イベントカレンダーを作成しました！
※当協議会主催の「若手・女性等事務担当者養成研修」が掲載されています！！

【編集後記】　　　　　　　　　　　　　　
以　　上



